
平成２３年６月９日

　

【工事事故（速報）発生状況】 （H23.5.31現在）

平成23年度（今年度）

平成22年度（昨年度）

注1）上記は、関東地方整備局管内の工事事故発生件数（速報）を示す。

注2）「5月発生件数」は、5/1～5/31の間に起きた件数。（月毎分）

注3）「累計件数」は、4/1～5/31の間に起きた件数。（累計分）

注4）「死亡者数」・「負傷者数」は、4/1～5/31の累計人数を示す。

注5）平成23年度の数字は「速報」であり、審査の結果、「不問」になる可能性がある。

●工事事故件数

7件 9件 0人 2人

8件 15件 0人 7人

工事事故（速報）の情報提供について

　工事の安全管理には、日頃から万全を期していただいているところでありますが、こ
の度、残念ながら別紙に示す工事事故が発生しました。
  各事務（管理）所の工事現場において、このような工事事故が再び発生することのな
いように工事事故概要を皆様にお知らせいたします。
　本資料を活用し、受注者を適切にご指導頂き、再発防止に努めて頂きますようお願
いいたします。

5月発生件数 累計件数 死亡者数 負傷者数

2件 9件

0

20

40

60

80

100

120

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成１９年度

平成２０年度

平成２１年度

平成２２年度

平成２３年度

件数

※なお、平成２１年度工事事故より、国の管理物損傷事故件数を措置の対象としている。
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●平成２３年度　工事事故発生状況（発生形態別）

●「その他公衆損害」事故のうち、車両管理業務等の車両の自損事故を除く事故件数
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‥Ｈ２３年度重点的安全対策項目

発生形態 H21 H22 H23 過去３年間計

建設機械の稼働に
関連した人身事故 12 6 0 18
部材の加工作業等
により自らを負傷 5 4 0 9
運搬中の資機材等
の落下や下敷きで
負傷 5 2 0 7
墜落 6 8 1 15
準備作業、測量調
査業務等における
人身事故 1 0 0 1
その他労働災害 5 5 1 11

34 25 2 61
架空線・標識等損
傷 20 14 1 35
地下埋設物件損傷 7 6 0 13
第三者の負傷・第
三者車両に対する
損害 11 13 1 25
その他公衆損害 23 19 5 47

61 52 7 120
その他事故 1 2 0 3

96 79 9 184
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損
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計

■問合せ先：企画部　技術調査課  田島・直海　　（TEL　０４８－６００－１３３２）
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別紙－１
発生日時 平成 23 年 5 月 9 日 （ 月 ） 11 時 15 分
工事情報
被災の状況

男 24 作業員 右大腿挫傷、右前腕挫傷
事故概要 型枠支保工解体作業中、作業員が足場板を踏み外し、転落、負傷したもの。

天候 晴
道路系事務所　　　一般土木工事

性別 年齢 職種 被災の程度

事故発生状況事故発生状況

【事故発生原因】

・作業時の足元の確認を怠ったため。

・作業手順の認識不足。

【事故防止のポイント】

・作業時の周辺確認を周知・徹底する。

・資材に乗って作業しないように周知・

徹底する。 など

・鋼製布板を設置替えする作業を

行っていた。

・結束を外し、張り出した状態で仮

置きした。

・向かいから資材を受け取ろう踏

み出した際に、張り出した布板の

上に乗り、墜落したもの。

墜落

仮置き

踏み出す



別紙－２
発生日時 平成 23 年 5 月 9 日 （ 月 ） 15 時 15 分
工事情報
被災の状況

- - - 官用車損傷
事故概要 官用車にてＴ字路を左折しようとした際に、ガードレールに接触、車両を損傷させたもの。

天候 雨
河川系事務所　　役務

性別 年齢 職種 被災の程度

事故発生状況

現場状況

接触

事故発生状況

【事故発生原因】

・運転手の車両左側確認不足によるも

の。

【事故防止のポイント】

・車両安全運転教育の徹底。

・死角がある場合は、降車して周囲を

確認し、支障物を把握する。 など

車両損傷状況

現場状況

接触



別紙－３
発生日時 平成 23 年 5 月 12 日 （ 木 ） 9 時 55 分
工事情報
被災の状況

- - - 官用車損傷
事故概要 現地にて車両を駐車しようとバックさせたところ塀に接触させ、損傷させたもの。

天候 雨
道路系事務所　　役務

性別 年齢 職種 被災の程度

事故発生状況

接触

接触箇所

事故発生状況

【事故発生原因】

・運転手の前方確認不足によるもの。
【事故防止のポイント】

・車両安全運転教育の徹底。

・周囲を十分確認し、操作に無理がな

いような箇所を通行するようにする。

など

車両損傷状況

接触

接触箇所



別紙－４
発生日時 平成 23 年 5 月 19 日 （ 木 ） 16 時 40 分
工事情報
被災の状況

- - - 歩道橋外装板損傷
事故概要 表層改良作業後にバックホウを操作中、アームを上げたまま前進させ、

歩道橋の外装板を破損させたもの。

天候 晴
道路系事務所　　一般土木工事

性別 年齢 職種 被災の程度

事故発生状況

・０．７ｍ３バックホウによる表層改良作業。

○現場ルール

バックホウが注意喚起旗より歩道橋側に移動す

る場合は、アームを下げた状態で作業すること

①歩道橋下での作業が完了

②バックホウを後退、アームを上げる

事故発生状況

【事故発生原因】

・上空支障物に対する注意喚起が

不十分であったため。

【事故防止のポイント】

・上空支障物の近接箇所における作業時

の安全管理を周知・徹底する。

・注意箇所における作業については作業

計画を工夫する。 など

歩道橋損傷状況

・０．７ｍ３バックホウによる表層改良作業。

○現場ルール

バックホウが注意喚起旗より歩道橋側に移動す

る場合は、アームを下げた状態で作業すること

①歩道橋下での作業が完了

②バックホウを後退、アームを上げる

③監視員が注意をしたところ、オペ

レータが声に驚き、バックホウを前進さ

せ、アームを歩道橋に接触



別紙－５
発生日時 平成 23 年 5 月 25 日 （ 水 ） 9 時 10 分
工事情報
被災の状況

男 61 作業員 顔面打撲、挫創、血腫
事故概要 足場用単管パイプの修正作業を行っていたところ、単管パイプが跳ねて作業員にあたり負傷し

たもの。

天候 晴
道路系事務所　　鋼橋上部工事

性別 年齢 職種 被災の程度

事故発生状況事故発生状況

【事故発生原因】

・作業計画変更時の現場確認が

不十分であったため。

・異常発見時の対処方法が不十

分であったため。

【事故防止のポイント】

・作業内容を変更した際は作業前、作業後とも

に現場をよく確認し、作業員に周知・徹底を行

うこと。

・異常発見時の対処については、連絡・報告

体制を整え、指示・指導をすること。など

・前日のジャッキアップは作業内容の変更にともなう作業であり、作業前後で現

場状況の確認をおこなっていなかった。



別紙－６
発生日時 平成 23 年 5 月 30 日 （ 月 ） 14 時 0 分
工事情報
被災の状況

- - - 店舗看板、パトロールカー損傷
事故概要 道路巡回中、舗装損傷箇所を発見し 駐車場に停止させようとバックしたところ、店舗看板に接

触、看板とパトロールカーを損傷させたもの。

天候 晴
道路系事務所　　維持修繕工事

性別 年齢 職種 被災の程度

事故発生状況

・道路巡回中、道路上に舗装損傷箇所を発見、確認するために近隣の店

舗に駐車させてもらおうとした。

店舗

舗装損傷箇所

看板

事故発生状況

【事故発生原因】

・運転手の後方確認不足によるもの。
【事故防止のポイント】

・車両安全運転教育の徹底。

・巡回員が同乗している場合は、巡回

員が降車して周囲を確認してから後

退する。 など

車両損傷状況店舗看板損傷状況

・道路巡回中、道路上に舗装損傷箇所を発見、確認するために近隣の店

舗に駐車させてもらおうとした。

・その際、店舗敷地内に設置してあった看板に接触し、看板と車両を損傷。

店舗

舗装損傷箇所

看板


